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予
算
の
お
は
な
し

平成30年度　235億9,679万円

＜一般会計＞
131億3,000万円

＜特別会計＞
104億6,679万円

国民健康保険病院事業特別会計1億5,135万円

国民健康保険事業特別会計37億9,736万円

後期高齢者医療特別会計4億2,870万円

介護保険事業特別会計27億471万円

公共下水道事業特別会計18億7,068万円

水道事業特別会計15億1,398万円

皆
様
こ
ん
に
ち
は
！

 

わ
た
し
、
京
町
セ
イ
カ
が
、

　
平
成
30
年
度
の
精
華
町
予
算
を

　
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

精
華
町
に
は

一
般
会
計
と

６
つ
の
特
別
会
計
が

あ
り
ま
す
。

各
特
別
会
計
の

予
算
は

右
の
通
り
で
す
。

環
境
保
全
、
教
育
、

都
市
整
備
な
ど
、
皆
様
が

安
心
し
て
充
実
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う

こ
れ
ら
の
予
算
を
使
っ
て
、

今
年
も
一
年
、
様
々
な

事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
で
は
、
今
年
は

　
　
ど
ん
な
予
算
に
な
る
の
か
、

「
平
成
30
年
度
の

　
　
　
　予
算
の
概
要
」

　
　
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

予算のおはなし



2

予
算
の
お
は
な
し

平成29年度予算総額
246億1,252万円

今
年
は
い
よ
い
よ
主
要
事
業
の

完
成
を
予
定
し
、
精
華
町
の

ま
ち
づ
く
り
成
果
を
形
に
す
る

「
実
感
型
予
算
」

と
し
て
編
成
し
ま
し
た
！

前
年
度
は
、

「
加
速
型
」
予
算
と
し
て
、

主
要
事
業
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

平成29年度
予算の概要

魅力発進、
3つのSeika
加速型予算

セーフティータウン

SafetyTown

防災減災対策のハード的安全対策や子育て教育環境
整備などソフト的安心対策を盛り込んだまちづくり

地域創生の取組みによって学研都市ブランドの
新たな価値を創造するまちづくり

「住んでみたい・住んでよかった」「訪れたい・
訪れてよかった」と誰もが笑顔になれるまちづくり

スマイルタウン

SmileTown
サイエンスタウン

ScienceTown

＜大型事業の予算額＞
◆精華町地域創生関連事業　約0.8億円
◆狛田駅東特定土地区画整理事業　約0.6億円【完成】
◆新公共交通システム導入事業　約1.4億円
◆川西小学校放課後児童クラブ整備　約0.4億円
◆防災行政無線整備事業　約1.1億円【完成】
◆教育環境整備事業（小学校空調整備）　約6.4億円※
◆新クリーンセンター建設負担金　約0.4億円【完成】
※平成29年度補正に前倒し計上し平成30年度に繰り越したうえで実施するため、
　平成30年度当初予算には含まれていません。

平成30年度
魅力・活力・協働のまちづくり

実感型予算

精
華
町
の
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
の

確
か
な
「
実
感
」
を
目
指
し
、

「
命
と
希
望
を
未
来
に
つ
な
ぐ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
、

「
人
を
育
み
未
来
を
ひ
ら
く

　
　
　
　
　
　
学
研
都
市
精
華
町
」
の

　
　
　
実
現
に
向
け
た
取
組
み
を

　
　
　
　
　
進
め
て
い
き
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、

こ
の
平
成
30
年
度
予
算
の

中
身
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
！
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◆平成30年度　目的別歳出予算の主な内容
○総務費：北稲八間集会所建替えに向けた設計、交通安全灯LED化工事、地域創生戦略事業など。
○民生費：川西小学校放課後児童クラブ整備、地域福祉センター長寿命化事業など。
○衛生費：健康総合拠点施設（保健センター）整備構想、新クリーンセンター建設負担金など。
○土木費：東西連絡通路・道路舗装計画修繕工事、排水路整備など。
○消防費：防災行政無線整備事業、災害対策経費など。
○教育費：中学校給食センター建設基本構想、体育施設長寿命化計画策定など。
※ 小学校空調整備の工事は平成30年度に実施するものの、予算については平成29年度補正予算計上のため、平成30年度予算には含まれていません。

　一般会計の予算について、詳しく確認していきましょう。
まずは、精華町のお金がどんな目的のために使われるかを集計したのが下のグラフにな
ります。

一般会計歳出予算の内訳

議会費 町議会の運営に要する経費です。

総務費 町の全般的な管理経費や地域振興などの各種イベントの開催経費、選挙などの経費です。

民生費 高齢者、障害者、児童福祉など、住民福祉の増進に要する経費です。

衛生費 健康診断や予防接種などの保健衛生関係、ごみ処理などの環境衛生関係の経費です。

農林水産業費 農業の振興、農地改良などに要する経費です。

商工費 商工業や、観光振興などに要する経費です。

土木費 道路や河川の改良・維持管理に要する経費のほか、区画整理や都市計画のための経費です。

消防費 住民の生命や財産を守るための救急活動や消防活動のための経費です。

教育費 学校教育や生涯学習、生涯スポーツ、文化財保護などに要する経費や、図書館運営に要する経費です。

災害復旧費 災害復旧事業に要する経費です。

公債費 事業を行うために町が借り入れた借金の返済金です。

予備費 緊急に支出を必要とする場合に備えた経費です。

※本書に記載している数値は、四捨五入を行っているため、内訳と合計額が合致しない場合があります。

0 10 20 30 40 50（億円）

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

予備費

48億9,518万円
49億1,092万円

1億5,250万円
1億2,870万円

14億8,553万円
15億4,148万円

8億7,495万円
15億4,171万円

9,993万円
9,058万円
1億1,882万円
1億512万円

18億6,521万円
17億9,796万円

6億1,674万円
7億1,676万円
13億1,822万円

13億2,136万円
19億5,852万円

小学校空調工事
6億4,030万円

16億1,263万円
15億3,541万円

2,000万円
2,000万円

7,030万円
0

小学校空調工事を加えると、19億5,852万円になります。

平成30年度 131億3,000万円

平成29年度 137億1,000万円

一
般
会
計
歳
出
予
算
の
内
訳
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◆平成30年度　性質別歳出予算の主な内容
○扶 助 費：自立支援給付事業や保育所関係経費など。
○普通建設事業費： 川西小学校放課後児童クラブ整備、狛田駅東特定土地区画整理事業、防災行政無線整備事業など。
○維 持 補 修 費：東西連絡通路や道路の舗装修繕など、公共施設やインフラ施設の長寿命化対策経費。

予算は、さまざまな角度から分析することができます。
支出を、人件費や物件費などの性質ごとに集計したのが下のグラフになります。

義務的経費 支出の義務付けが強く、町が任意で減らすことのできない経費です。

人件費 職員の給料や各種委員への報酬などに要する経費です。

扶助費 児童手当、乳幼児・高齢者・障害者などの福祉サービスに要する経費です。

公債費 事業を行うために町が借り入れた借金の返済金です。

投資的経費 事業の効果が、公共施設や都市基盤などの形で将来まで残るものに要する経費です。

普通建設事業費 道路や学校などの建設や大規模改修、都市基盤の整備などに要する経費です。

災害復旧事業費 災害復旧事業に要する経費です。

その他経費 その他の経費です。

物件費 光熱水費、消耗品費などの事務経費やさまざまな委託費などです。

維持補修費 施設の維持管理のための経費です。

補助費等 個人や団体などに助成する補助金や一部事務組合などに対する負担金などです。

その他 積立金、貸付金、予備費、繰出金等の経費です。

5 10 15 20 30（億円）25

25億3,215万円

平成30年度 131億3,000万円

平成29年度 137億1,000万円

人件費

扶助費

公債費

普通建設事業費

災害復旧事業費

物件費

維持補修費

補助費等

その他

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

そ
の
他
経
費

25億1,595万円

24億4,547万円

23億7,472万円

16億1,263万円

18億1,396万円11億7,366万円

15億3,541万円

25億7,969万円

24億7,616万円

18億4,381万円

18億5,697万円

7億6,128万円

7億4,023万円

1億1,102万円

8,730万円

7,030万円

21億2,325万円

0

0

小学校空調工事を加えると、
18億1,396万円になります。

小学校空調工事 6億4,030万円

一
般
会
計
歳
出
予
算
の
内
訳
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　次に歳入予算の内訳を確認しましょう。
　町の収入は、町税が最も大きく全体の約４割を占めています。このほかにも、地方交
付税や、国・府支出金、地方債など町の収入には様々なものがあります。
　また、町の収入は、自主財源と依存財源に分かれています。自主財源が大きいほど、
財政の自立性が高いと言えます。

一般会計歳入予算の内訳

自主財源 町が自主的に調達できる収入です。

町税 みなさまから精華町に納めていただく税金です。

使用料・手数料 町の施設の利用や証明書を発行する際にいただいているお金です。

繰入金 特別会計や基金などから入ってくるお金です。

その他 寄附金、不動産の売払いなどの財産収入、前年度からの繰越金などです。

依存財源 国や京都府などを通じて得られる収入です。

譲与税・交付金 自動車重量譲与税、地方揮発油譲与税、利子割交付金、地方消費税交付金などです。

地方交付税 国が徴収する税金（所得税・法人税・酒税・消費税・地方法人税）の中から町の財政需要などに
応じて交付されるお金です。

国庫支出金 国からの補助金や負担金です。

府支出金 京都府からの補助金や負担金です。

地方債 銀行などからの借入れ（借金）です。

10 20 30 40 60（億円）50

54億5,730万円

平成30年度 131億3,000万円

平成29年度 137億1,000万円

譲与税・交付金

地方交付税

国庫支出金

府支出金

地方債

自
主
財
源

依
存
財
源

53億4,872万円

7億9,178万円

7億4,665万円

14億7,458万円

13億92万円

7億9,512万円

7億6,937万円

9億4,160万円

8億7,839万円

15億9,700万円

19億668万円

4億2,265万円

9,519万円

7億4,755万円

10億8,467万円

9億242万円

15億7,940万円

0

町税

使用料・手数料

繰入金

その他

一
般
会
計
歳
入
予
算
の
内
訳
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　町税には課税の方法や対象により種類があります。収入の状況に応じて町民が負担する個人町民税、
法人事業者が利益などに応じて負担する法人町民税、土地や家屋などの評価額に応じて所有者が負担す
る固定資産税などがあります。
　平成30年度は、景気動向を踏まえて、法人町民税の増収を見込み、総額では対前年度から1憶858万円、
2.0％の増収を見込んでいます。

（単位：万円）

H30事業費 H30充当予定額

狛田駅東特定土地区画整理事業 5,503 2,743 

都市計画事業充当地方債償還金 14,968 8,618 

公共下水道事業（一般会計からの繰出金） 84,863 25,083 

合　　計 105,334 36,444 

●都市計画税の使いみち
　都市計画税は、快適で住みよい街づくりのために、都市計画
事業や土地区画整理事業を行う費用の一部（その事業のために
発行した地方債の償還金を含む）にあてるための目的税として
課税される税金です。
　都市計画税は、都市計画道路などの交通施設、下水道、公園
といった都市施設の整備を推進するうえで重要な財源となって
います。

　町の自主財源である町税の内訳についてさらに詳しく見てみましょう。

町税の内訳

平成30年度の都市計画税は、こんな事業に使う予定です。

平成30年度
合計

54億5,730万円

平成29年度
合計

53憶4,872万円

10 20 30 40 50 600

個人町民税
41.0%

法人町民税
7.6%

固定資産税
41.9%

個人町民税
42.0%

法人町民税
5.4%

固定資産税
42.8%

都市計画税
7.0%

軽自動車税
1.0%

町たばこ税
1.8%

（億円）

都市計画税
6.7%

軽自動車税
1.2%

町たばこ税
1.6%

都市計画税充当事業の財源内訳

都市計画税
3億6,444万円

地方債
450万円

基金繰入金
6,350万円

一般財源
5億9,780万円

その他
2,310万円

都市計画税
充当事業費
合計

（10億5,334万円）

一
般
会
計
歳
入
予
算
の
内
訳
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財政調整基金
特定目的基金
合計

0

2

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

（一般会計・当初予算ベース）

4

6

8

10

12

14
（億円） 基金繰入額の推移

　歳入には、町税や国・府からの支出金のほかに、基金（貯金）の取崩しや地方債（借
金）の発行によるものもあります。いずれも事業を行う上での貴重な財源ですが、計画
的な運用が必要になります。近年の推移を見てみましょう。

　町は、財源不足への対応や特定の事業を行うために必要なお金をあらかじめ基金（貯金）として準備
しています。基金には大きく財政調整基金と特定目的基金の2つがあります。
　財政調整基金は、年度間の財源調整のために積み立てておくお金で、当初予算における繰入額は、予
算編成時点における財源不足額を表しています。
　特定目的基金は、大規模事業など特定の目的のために、あらかじめ必要となるお金を計画して積み立
てておくものです。特定目的基金には、学校建設基金、クリーンセンター建設基金、公共施設等総合管
理基金などがあります。

基金の推移について 基
金
・
債
務
の
推
移
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　地方債は、9億242万円を計上し、新クリーンセンター建設負担金、放課後児童クラブ整備事業、防災
行政無線整備事業、道路改良事業等の投資的経費の財源としています。
　平成30年度は、大型事業の完了に伴い地方債発行額が大幅に減少しましたが、地方債償還額は近年の
大型建設事業のために発行した地方債の償還によって増加しています。

　地方債は、公共施設の建設など、特定の目的に限って発行することができる借金
です。これは、公共施設は建設後長年にわたって利用されるため、建設時点の世代
だけではなく、その施設を利用する将来の世代にも費用を分担していただくことが
公平である、という考え方に基づいています。一般の家庭に例えるなら、住宅ロー
ンは認めても普段の生活費を借金でまかなうことは認めない、といった考え方です。
　ただし、多額の地方債発行は将来世代への過度な負担となってしまうため、自立
的で持続可能な財政運営が必要です。

地方債の推移について

将来の住民 将来の住民

住民負担
うーん…
現役世代の私だけが…

民 負 担住

■地方債を発行しないで事業を行うと…
　建設するときの住民が全額負担し、将来の住民は負担なしに

■地方債を発行すると…
　将来の住民も公平に建設費用を負担

地方債償還額
地方債発行額

（一般会計・当初予算ベース）
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平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

地方債発行額と償還額の推移

基
金
・
債
務
の
推
移



9

精華町第5次総合計画 基本計画

※精華町第5次総合計画の詳細については、町ホームページに掲載しています。

活力あふれ魅力ある
学研都市のまちづくり

●1節　けいはんな学研都市
●2節　産業
●3節　まちなみ
●4節　道路・公共交通
●5節　住環境

未来をひらく文化と
環境のまちづくり

●1節　学校教育
●2節　生涯学習
●3節　人権尊重と男女共同参画
●4節　環境共生
●5節　情報化

安全・安心で健やかな
暮らしのまちづくり

●1節　健康・医療
●2節　児童福祉
●3節　高齢・障害福祉
●4節　コミュニティー・地域福祉
●5節　防災・交通安全

自立を目指した
協働のまちづくり

●1節　住民協働
●2節　行財政運営

《 構想・将来像・計画の関係図 》

基本構想

精華町第5次総合計画イメージ図

総合計画

基本計画

章 4

節 17

柱 41

日々の行政運営
単年度ごとの予算事業

実施計画

施策の体系

精
華
町
で
は

精
華
町
第
５
次
総
合
計
画（
※
）の

基
本
計
画
に
沿
っ
て

様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
は
、

「
基
本
構
想
」

「
基
本
計
画
」

「
実
施
計
画
」
の

3
つ
の
要
素
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

施
策
の
体
系
は
、
最
上
位
に

4
つ
の
「
章
」
を
据
え
、

そ
の
下
位
に
1
7
の
「
節
」
、

さ
ら
に
そ
の
下
位
の
41
の
「
柱
」

に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、

「
総
合
計
画
」
に
沿
っ
て

平
成
30
年
度
に
実
施
予
定
の

主
な
ま
ち
の
し
ご
と
を

ご
紹
介
し
ま
す
！

基
本
計
画
で
は

基
本
構
想
の
実
現
に
向
け
た

施
策
ご
と
の
展
開
方
向
を

示
し
て
い
ま
す
。

平成30年度の主なまちのしごと 平
成
30
年
度
の
主
な
ま
ち
の
し
ご
と
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けいはんな学研都市文化振興事業

246万円
　けいはんな学研都市建設の理念を踏まえ、
都市ブランドの発信、文化事業にふれ親しむ
機会を提供します。庁舎の交流ホールやけい
はんなプラザのメインホールを活用したコン
サート等を開催します。
○SEIKAサブカルフェスタ

　学研都市精華町のPRと交流人口の拡大
を目的に、ご当地アイドルや萌えキャラ、
アニメやマンガ、コスプレ等のサブカルチ
ャーを用いたステージ、出展によるイベン
トを展開します。

企業誘致促進事業

6,840万円
　企業立地を促進することで、雇用機会の創
出や地域経済の活性化を図ります。京都府と
連携を図りながら、学研都市にふさわしい研
究開発型産業施設やベンチャー企業等の誘致
及びアフターフォローに努めます。

せいか祭り開催負担金

700万円
　住民の交流と地域の活性化を目的とした学
研都市精華町を代表するイベント。SEIKA
サブカルフェスタも同時開催します。

○平成30年度で30周年を迎えます！

学研都市建設推進・活性化事業

964万円
　けいはんな学研都市のPRや地域振興を目
的に、京都府・京田辺市と共同で、国内最高
峰のステージレース「ツアー・オブ・ジャパ
ン」京都ステージを開催します。
新規 スポーツ観光聖地づくり

　自転車安全教室の開催、サイクリスト向け
交通マナー啓発パンフレット等の作成、コー
ス沿道への休憩おもてなし設備整備等を行い
ます。

1章 活力あふれ魅力ある学研都市のまちづくり平
成
30
年
度
の
主
な
ま
ち
の
し
ご
と
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インクルーシブソサエティ
（共生で賑わう社会）推進事業

250万円
　

　2020年の東京パラリンピックに向けて障害
者スポーツへの関心が高まる中、障害のある
人にもない人にも、パラスポーツ（障害者ス
ポーツ）を通じて相互理解を深め、パラスポ
ーツの普及啓発を図ります。また、農業と連
携した障害者の社会参加機会の拡大等、共生
社会の実現を目指します。

京都アカデミック産業創造事業

3,750万円
　京都精華大学等の大学機関との連携のも
と、けいはんなオープンイノベーションセンタ
ー（KICK）を拠点として、「科学のまちの子
どもたち」プロジェクトや創作活動支援など
の推進、学研都市精華町のPRに向けたイベン
ト、フォーラム等の開催のほか、地域資源・特
産品・インバウンドとの連携により、町の魅力
を内外に発信する取り組みを進めます。

今だけ、ここだけ、
貴方だけ観光推進事業
3,984万円

　

「お茶の京都」事業が残した価値を活用した
観光事業の推進や、地元産品・観光ブランド
力強化を行います。

○洛いも新商品等の開発支援

狛田駅東特定土地区画整理事業

5,503万円
　土地区画整理事業の施行により、精華町北
部地域の生活拠点として、駅へのアクセス道
路と駅前広場の整備を行い、交通結節機能の
強化を図ります。また、駅周辺における利便
性の高い住環境の整備を図ります。

○平成30年度で、事業完了の予定です。

新規 平
成
30
年
度
の
主
な
ま
ち
の
し
ご
と
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集会所建設事業

404万円
　地域コミュニティーの活動拠点として、ま
た、災害時等の地域の第1次避難所としての
機能を担う集会所の計画的な建替え事業を行
います。

新規 北稲八間集会所の実施設計
　平成30年度に実施設計、平成31年度に工事
を行う予定です。

新公共交通システム導入事業

1億4,215万円
　連節バスの導入により、近鉄新祝園駅、
JR祝園駅から精華・西木津地区間の輸送力
強化を図り、公共交通への利用転換を推進し
ます。

放課後児童クラブ整備事業

4,410万円
　川西第1放課後児童クラブの隣に確保して
いる用地に同等規模の施設を整備し、今後の
利用児童数の増加対策、及び放課後児童クラ
ブに通所する児童の環境を改善します。

菅井西・植田南整備事業

655万円
　学研地区のエントランスゾーンである本地
区において、良好な市街地整備を実施するた
め、必要な土地利用の検討と地権者組織の活
動を支援します。

2章 安全・安心で健やかな暮らしのまちづくり
新規

平
成
30
年
度
の
主
な
ま
ち
の
し
ご
と
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交通安全灯LED化整備事業

2,000万円
　CO2削減並びに電気代低減を目的に町内の
全交通安全灯を計画的に蛍光灯タイプから
LEDタイプへ取り換えます。また、幹線道
路へ交通安全灯を新設します。

○平成30年度で、事業完了の予定です。

災害対策事務経費

1,288万円
　精華町地域防災計画に基づき災害対策を行
います。
新規 �避難勧告等の発令の判断に際す

る局所的気象情報提供サービス
の利用

新規 防災マップの更新
新規 新型J-ALERT対応機器の更新

排水路整備事業

3,220万円
　集中豪雨による浸水被害箇所の排水路等整
備を実施し、疎通能力の確保を図ります。

新規 新川排水計画検討業務委託
　祝園地区排水の抜本的対策のため実施しま
す。

防災行政無線整備事業

1億1,067万円
　住民に避難勧告等の災害情報を迅速・確実
に伝達するため、防災行政無線を整備し情報
伝達手段の多重化・多様化を推進します。

○平成30年度で、事業完了の予定です。

平
成
30
年
度
の
主
な
ま
ち
の
し
ご
と
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まちづくり構想策定支援事業

1,023万円
　災害時における炊き出し等を考慮した防災
拠点（防災食育センター）や、広域避難場所
の拠点整備等のまちづくりを推進するため、
構想を策定します。

教育委員会事務局一般事務経費

4,252万円
　学校教育全般にわたる一般事務に係る経費
です。情報アドバイザーや外国語指導助手な
どの専門職員を配置、教育委員会事務局の運
営経費等。

新規 教職員勤怠管理システム導入
新規 学校会計事務支援システム導入

　教職員の働き方改革の一環で、勤務実態把
握及び保護者負担経費などの適正管理のため、
新システムを導入します。

科学のまちの子どもたち
プロジェクト
400万円

　

　世界最先端の科学と文化が集積するけいは
んな学研都市の特色を活かして、未来を担う
子供たちに科学やモノづくりを学ぶ機会を提
供します。

体育施設等運営事業

8,106万円
　特定非営利活動法人精華町体育協会を指定
管理者として、精華町立体育館・コミュニテ
ィーセンター、打越台グラウンド・テニスコ
ート、池谷公園多目的コート、木津川河川敷
多目的広場の管理運営を行い、住民サービス
の向上に努めます。

新規 町内体育施設の長寿命化計画策定

3章 未来をひらく文化と環境のまちづくり
新規

平
成
30
年
度
の
主
な
ま
ち
の
し
ご
と
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教育環境整備事業

6億4,030万円（平成29年度補正）
　快適な教育環境を整えるため、中学校の普
通教室等に設置した空調設備整備工事に引き
続き、小学校5校への空調設備整備工事を実
施します。

※�平成29年度３月補正に前倒し計上し平成３0年度に
繰り越したうえで実施するため、平成３0年度当初
予算には含まれていません。

図書館運営費

3,654万円
　住民の生涯学習を支える拠点として、住民
の教育の発展と暮らしに役立つ図書館をめざ
し、利用者の利便性の向上など、より円滑な
図書館運営に取り組みます。

新規 図書館情報システムの更新
新規 障害者サービスの導入

　サピエ（視覚障害者情報総合ネットワー
ク）の導入により、障害者サービスの充実を
図ります。

要保護・準要保護児童生徒
就学援助事業
3,434万円

　

　保護者の経済的理由によって就学が困難な
児童生徒や特別支援学級に在籍する児童生徒
に対し必要な援助を行います。

○�準要保護児童生徒に対する就学援助
費早期支給
　平成31年度新入学児童生徒学用品を、入
学前に早期支給します。

新クリーンセンター建設負担金

4,349万円
　稼働後30年以上が経過し老朽化が激しい打
越台環境センターにかわる新しい廃棄物焼却
処理施設として、木津川市地内において建設
が進められている新クリーンセンターが完成
します。

○平成30年度で事業完了の予定です。

新規 拡充 平
成
30
年
度
の
主
な
ま
ち
の
し
ご
と
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庁舎長寿命化利活用検討事業

800万円
　庁舎・図書館が築16年を経過し、設備関係
の更新や屋上防水の改修等が必要なため長寿
命化基本設計を策定します。また、役場事務
も、竣工当時と現在とを比べると多種多様化
していることから庁舎全体の利活用を見直し、
より良い環境づくりをめざします。

バス（ふれあい号）賃貸借業務

4,000万円（債務負担行為）
　平成2年に導入した町バス「ふれあい号」
のリース化更新に向けて、債務負担行為を設
定し、親しみを実感できるバス導入を進めま
す。

コンビニ交付事業

1,360万円
　狛田駅東地区の町名地番の変更及び性別の
記載を省略できる住民票記載事項証明書と印
鑑登録証明書並びに、旧姓併記を可能とする
住民票の写しの交付に係るコンビニ交付シス
テムの改修を行います。

4章 自立を目指した協働のまちづくり平
成
30
年
度
の
主
な
ま
ち
の
し
ご
と
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ふるさとづくり寄附金について
　平成29年度にご寄附いただいた、ふるさとづくり寄附金(ふるさと納税)は以下の通りでした。ご寄附
いただいた方々にお礼申し上げますとともに、ご意向に沿った事業に活用させていただきます。

◆子どもを育むまちづくりに関する事業のため	10万円
◆環境共生のまちづくりに関する事業のため	 2万円
◆その他町長が必要と認める事業のため	 242万円

防衛省からの補助金を受けて実施する事業について
　精華町には祝園弾薬庫が町内に立地しているため、防衛省からの補助金が交付されています。精華町
では、この交付金を活用して様々な事業を実施しています。

◆特定防衛施設周辺整備調整交付金を受けて実施する事業
実施内容 事業費 交付金充当額

防犯パトロール車の更新 100万円 50万円

北稲八間集会所の建替えに向けた設計業務 400万円 200万円

交通安全灯LED化整備 2,000万円 1,200万円

道路照明LED化整備 1,500万円 1,200万円

滝ノ鼻地区排水路整備 1,500万円 1,100万円

精華台小学校コンピュータ教室機器更新 700万円 400万円

スクールカウンセラー小学校5校へ配置 445万円 200万円

学校図書館司書小中学校8校へ配置 270万円 150万円

特定防衛施設周辺整備調整交付金事業基金積立 1,500万円 1,500万円

◆防衛施設周辺民生安定施設整備事業補助金を受けて実施する事業
実施内容 事業費 交付金充当額

防災行政無線整備事業 11,067万円 8,267万円

◆防衛施設周辺まちづくり計画事業補助金
実施内容 事業費 交付金充当額

まちづくり構想策定支援事業 1,023万円 921万円

平
成
30
年
度
の
主
な
ま
ち
の
し
ご
と
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平
成
30
年
度
の
主
な
ま
ち
の
し
ご
と

本
誌
「
ま
ち
の
羅
針
盤
」
は
、

予
算
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て

ご
紹
介
す
る
も
の
で
し
た
が
、

10
月
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ろ
に
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、

決
算
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て

ご
紹
介
す
る
「
ま
ち
の
家
計
簿
」

を
発
行
し
ま
す
。

ま
た
、
過
去
分
は

ま
ち
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

皆
様
に
も
っ
と

精
華
町
の
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う

楽
し
く
親
し
み
な
が
ら

読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

こ
れ
か
ら
も

が
ん
ば
り
ま
す
！

皆
様
、
今
年
の

「
ま
ち
の
羅
針
盤
」
は

ど
う
で
し
た
か
？

　
皆
様
に
分
か
り
や
す
く

　
お
伝
え
で
き
て
い
た
ら

　
う
れ
し
い
で
す
。

◆掲載ページ◆
町ホームページHOME
＞町政・まちづくり情報
＞行政情報
＞財務関係情報
＞予算・決算のあらまし



ふるさとは ここ精華町と 誇れるまち

精華町の
財政状況公表資料（予算篇）まちの

羅 平成30年度
予算の
あらまし針盤

精華町
SEIKA TOWN

予算のおはなし 1～2

一般会計歳出予算の内訳 3～4

一般会計歳入予算の内訳 5～6

基金・債務の推移 7～8

平成30年度の主なまちのしごと 9～17

■もくじ

　新年度を迎え、今年も『予算のあらまし（まちの羅針盤）』を作成いたしました。

　さて、今、学研都市は大きな変貌を遂げつつあります。学研精華・西木津地区では、大

規模な立地施設の竣工が相次ぎ、中量輸送の切り札として取り組んでいる連節バスも、本

格運行が始まります。学研都市精華町は、新たなステージに差し掛かろうとしています。

　こうした中、平成30年度の予算では、これまで精華町が着手実行してきた主要事業につ

いて、いよいよこれらの成果を形にする「魅力・活力・協働のまちづくり 実感型予算」

として編成することを基本方針としました。

　防災行政無線整備事業の完成、中学校に引き続く小学校へのエアコン整備の完成、狛田

駅東特定土地区画整理事業の完成、新クリーンセンターの完成稼働を予定しております。

　新たな挑戦といたしましては、中学校給食の導入に向けたまちづくり構想や健康総合拠

点施設（保健センター）の整備構想の策定、また、排水路整備・排水対策検討業務による

「雨に強いまちづくり」を進めるほか、公共施設等長寿命化の実施、地域創生戦略事業に

よる魅力活力の向上にも努めてまいります。

　精華町のこれまでのまちづくりの確かな「実感」を目指し、「命と希望を未来につな

ぐ」まちづくり、「人を育み未来をひらく学研都市精華町」の実現に向けてまい進し、

「ふるさとは“ここ（精華町）”と誇れるまち」を築き上げられるよう全力で取り組んでま

いりますので、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

　平成 30 年 4 月

 精華町長　　

平成30年度
『予算のあらまし（まちの羅針盤）』の

発行にあたって

◎ 予算のより詳しい内容については、下記ホームページ及び精華町役場5階総務部財政課にて閲覧できます。
https://www.town.seika.kyoto. jp/

●予　 算　 書●　HOME ＞ 各課の窓口 ＞ 財政課財政係 ＞ 予算 ＞ 予算書
●予算附属資料●　HOME ＞ 各課の窓口 ＞ 財政課財政係 ＞ 予算 ＞ 予算附属資料

●発 行　平成30年4月　精華町役場　総務部　財政課
●住 所　〒619-0285（個別番号）
　　　　　京都府相楽郡精華町大字南稲八妻小字北尻70番地
●T E L　0774-95-1914（財政課ダイヤルイン）
●F A X　0774-93-2233
●E-mail　zaisei@town.seika.lg.jp
●印 刷　株式会社 大円

精華町の財政状況公表資料
（予算篇）


